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要約 生涯産乳形質に関する遺伝的パラメータの推定および初産形質，体形形質と長命生との問の

遺伝的関連について EM-REML法を用いた多形質アニマルモデJレを使用Lて分析した.デ タは，社団

法人北海道酪農検定検査協会に集積された産乳能力検定記録のうち， 1975年から 1999年にわたる

58，352頭の生涯記録，および社団法人日本ホルスタイン登録協会に集積された体型審査記録および

132，096 頭からなるそれらの血統記録を使用した.生涯形質は，初産分娩後48ヵ月および84ヵ月までの

在群期間および生産期間，それらの期間内に生産した総乳量，総宇同旨量，総無脂固形分量および総乳タ

ンパク質量とした.初産記録は，乳量，手間旨量，無脂固形分量および乳タンパク質量，および 17の体型

形震の記録を含む.生涯産乳形質に関する遺伝率は，初産分娩後48カ月および84ヵ月のいずれの形質

においても 0.15から 0.16の範囲で推定された.初産および84ヵ月における産乳形質問の遺伝相関係数

は， 0.53 (乳量および無脂固形分量〕から 0.61(!!'ls旨量)と推定された.前乳房の付着および乳房の深さ

は，初産乳量との聞に負の遺伝相関係数(-0.03および 0.21)が推定されたにもかかわらず，初産分娩

後84ヵ月までの総手L量との聞に比較的高い遺伝相関係数 (0.22および0.20)が推定された.
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混合モデルを用いて個体の育種価を推定する場合，iE 集された後，データの加工および計算に数ヵ月の期間を

確な遺伝的パラメータが必要とされる.これまでにも， 要する.したがって，雌牛が誕生Lてその遺伝評価値が

日本国内の乳用牛における産車形質，体型形質および長 推定されるまでに少なくとも 30ヵ月以上の期間が必要

命性に関する遺伝的パラメータについての報告がある となる.生荏涯現形質は，経済的に重要な形質であると

(河原ら 1994，1996). 生涯産事L形質については， Smith 考えられるが，記録の収集に初産分娩後に数年間という

ら (1998)によリ米国のホルスタイン種における研究が 長期間を要する.それゆえに，世代間隔が遺伝的改良の

報告されているが，日本圏内において生涯産乳形質に関 重要な要素であることを考慮すると，生涯産乳形質に関

する報告はない. する選抜は，間接選抜に頼らざるを得ない.

初産記録は，一般に 24ヵ月齢前後から開始される.ホ 日本圏内の酪農家が自らの牛群に交配する種雄牛の選

Jレスタイン種における泌乳記録および体型審査記録は， 択には，ー般に，初産記録による遺伝評価値から計算で

初産分娩が開始された後に収集され，その多くが2産以 きる選抜指数が用いられている.その指数は，泌乳記録

降も継続Lて記録されている.泌宇L記録の遺伝評価を行 に加えて長命性を説明する体型形質を考慮し，より長期

う場合，一定期間の累積記録を使用するため，記録が収 問にわたって高泌乳を維持するために重み付けられたも
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